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書類審査・価格審査

業
務
実
績

業務実績の有無について評価する。（平成２６年度以降）

地
域
精
通

度 業務実績での地域精通度を評価する。（平成２６年度以降）

業
務
実
績

業務実績の有無について評価する（平成２６年度以降）

地
域
精
通

度 業務実績での地域精通度を評価する。（平成２６度以降）

・業務実績（①、②の異なる種類の業務実績がある）
①　公園の活用等に関するＰＰＰの検討業務
②　大学や学術研究機関等との連携によるＰＰＰの検討業務

・業務実績（①、②の異なる種類の業務実績がある）
①　公園の活用等に関するＰＰＰの検討業務
②　大学や学術研究機関等との連携によるＰＰＰの検討業務

「健康と文化の森地区の導入機能と連携した公的空間の活用方法等検討業務委託」に係る
事業者選定審査基準

評価項目

参
加
事
業
者
の
業
務
実
績

見積価格について評価する。

価
格
評
価

配
置
予
定
管
理
技
術
者
の
業
務
実

績

評価の着眼点
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プレゼンテーション審査

技
術
提
案

の

分
か
り
や

す
さ

技術提案が分かりやすい内容となっているか評価する。

業務に十分な実施体制がとれているか評価する。

業務のスケジュールを的確に捉えているか評価する。

技
術
提
案

の
一
貫
性

２つの特定テーマが一貫した技術提案となっているか評価する。

①
提案が、新産業の育成に資する取組として、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスの学術研究内容
を捉え学生が活動しやすい提案となっているか評価する。

提案が、暫定的に確保されたオープンスペースにおいて、賑わいが創出される提案となっている
か評価する。

実現性の高い提案内容になっているか評価する。

②
提案が、いずみ野線延伸計画が不透明で、土地利用の事業期間が見通せない中、流動性に考
慮したＰＰＰの提案となっているか評価する。

提案が、将来の土地利用転換を見据え、公的空間の活用に具体性があり、課題解決等に有効
なプロセスが提案されているか評価する。

実現性の高い提案内容になっているか評価する。

補完する技術提案が具体的に示され、関連計画に示す産学公連携の実現に向け、ＰＰＰの事業
性を高め、賑わいの創出に資する効果的な取組となっているか評価する。

い
ず
み
野
延
伸
ま
で
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的
に
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的
空
間

（
鉄
道
用
地

、
交
通
広

場

、
公
園

、
調
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て

、
学

生
が
活
躍
し

、
新
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ず
み
野
線
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伸
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で
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キ
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評価項目 評価の着眼点
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「健康と文化の森地区の導入機能と連携した公的空間の活用方法等検討業務委託」に係る
事業者選定審査基準


